
Round.05　SUGO
第５戦　スポーツランド SUGO

フリー走行

2022 年６月 18 日（土）
予選

天候：晴れ　路面：ドライ

#38　坪井 翔
予選：13 番手

#39　阪口 晴南
予選：18 番手

　オートポリスで開催された第４戦では、開幕から苦戦を続
けていた阪口晴南が状況打開への手ごたえを得て８位入賞。
一方の坪井翔は、速さはみせつつも流れをつかむことができ
ず、接触など悔しいレースとなっていたが、阪口は掴みはじ
めた流れを加速させ、坪井は悪い流れを打破すべく、宮城県

　走行前日の６月 17 日（金）は昼ごろから晴れ間が広がり、
爽やかな気候となっていたスポーツランド SUGO だが、迎
えた予選日となる６月 18 日（土）の SUGO は朝から快晴
で気温も上昇。気温 25 度、路面温度 36 度という暑さのな
か午前９時 10 分からフリー走行がスタートした。
　坪井、阪口ともにコースオープンとともに周回を開始し、
坪井はまずは３周目に１分 06 秒 807 というタイムをマー
ク。その後セットアップを進めていく。一方の阪口はオート
ポリスでの好感触が SUGO には合わず、４周目に１分 07
秒 570 を、さらにその後も１分 07 秒台をマークしていく
が、なかなか１分 06 秒台に入れることができないまま周回
を重ねていくことになった。
　やや風があるもののセッション終盤には気温 28 度、路面
温度 43 度まで上がるなか、終盤にはニュータイヤを装着し
アタックの準備を進めていくが、残り６分 30 秒というと
ころで計時システムのトラブルのため赤旗中断となってしま

のスポーツランド SUGO で開催される第５戦に臨んだ。激
しいアップダウン、ランオフエリアも少ない難攻不落のコー
ス。オーバーテイクポイントも少なく、予選順位が重要とな
ることから、P.MU/CERUMO・INGING は予選から上位
進出を目指し６月 18 日（土）の予選日に臨んだ。

PRACTICE
う。走行は午前 10 時 43 分に再開され、阪口、坪井ともに
コースイン。タイヤをウォームアップさせ、アタックシミュ
レーションを行っていった。
　阪口は２周目、１分 06 秒 651 というタイムをマークし
ピットに戻る。この時点での計時上では５番手につけてい
たが、その後ライバルたちも続々とタイムアップし、最終
的に 20 番手という結果に。一方坪井は残り 20 秒という
タイミングで、１分 05 秒 834 にタイムを上げ６番手へ。
TOYOTA/TRD 01F エンジン搭載車のうち３番手でセッ
ションを終えることになった。

６月 18 日（土）　9:10 〜 10:53　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム　#38　坪井翔　1'05.834 ／ #39　阪口晴南　1'06.651



　やや風があるものの、気温 28 度／路面温度 44 度とい
うコンディションで迎えた午後２時からの公式予選。決勝レ
ースに向けた好位置を確保するためにも、まずは２台揃って
Q2 に進出することが目標だ。まずスタートした Q1 のＡ組
には、阪口が出走した。
　ユーズドタイヤを履き、まずは一度コースインした阪口だ
ったが、もともとすぐにピットに戻る予定だったものの、開
始から１分後、いきなり赤旗が提示された。
　ただこれはアクシデントではなく、最終コーナーにカモシ
カと思われる動物が侵入したためという珍しいもの。最終コ
ーナーにオイルフラッグが出ていることを不思議がっていた
阪口も、動物には「気づきませんでした」とすぐにコースサ
イドに逃げていったこともあり、走行は４分後に再開した。
　午前はなかなか思うようにタイムを上げられなかった阪口
だが、予選に向けたセットアップ変更も功を奏したか、ニュ
ータイヤを履き４周目にアタックを展開すると、１分 05 秒

641 というタイムをマークする。午前より
もわずかにタイムを上げられたが、もちろん
ライバルたちも予選に向けてさらなる調整を
進めていた。続々と他車がタイムアップして
いくと阪口の順位は少しずつ下がり、最終的
に９番手という結果に。Q1 突破は実現せず
前戦オートポリスの再現とはならなかった。
阪口は総合で、18 番手という公式予選結果
となった。
　一方、午後２時 20 分からスタートした
Q1 のＢ組に出走したのは坪井。午前は６番
手で、前戦オートポリスほどではないが感触
は悪くない。予選に向けて調整を行い、Q1
突破は十分に可能なフィーリングで坪井はア

タックに入っていった。
　チェッカーまで残り１分ほどのタイミングで、ライバルた
ちと同様一気にタイムを上げていった坪井は、４周目に１分
05 秒 176 までタイムを縮めてみせた。坪井自身も「決ま
った」というアタックだったが、今回のＢ組は超僅差。0.1
秒差で坪井の順位は７番手というものに。惜しくも Q2 進
出を逃すことになってしまい、坪井、阪口ともに Q2 進出
はならなかった。坪井の総合順位は 13 番手だ。
　最終的に P.MU/CERUMO・INGING は、坪井が中団グ
リッドから、阪口が後方グリッドからのレースを戦うことに
なった。
　とはいえ、このスポーツランド SUGO は追い抜きは難し
くとも、一度アクシデントが起きればレース展開が大きく荒
れることも多い。展開さえつかむことができれば、入賞はま
だまだ可能だ。チームは６月 19 日（日）の決勝で追い上げ
を期するべく、しっかりと準備を整えていった。

公式予選QUALIFY ６月 18 日（土）　14:00 〜 14:47　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム　#38　坪井翔　1'05.176（Q1）／ #39　阪口晴南　1'05.641 (Q1）



ドライバー／監督コメント

38　坪井 翔　SHO TSUBOI

39　阪口 晴南　SENA SAKAGUCHI

立川 祐路 監督　YUJI TACHIKAWA

COMMENTS

「この SUGO はチームとしてそれほど相性が良くないサーキットで、前戦ほど午前
中の印象はあまり良いものではなかったです。ただ、フリー走行で明るい兆しも見え、
公式予選でも悪いフィーリングではなかったのですが、Q1 のＢ組のレベルが高すぎ
ました。前戦も今回もギリギリの僅差で Q2 に進出できなかったので、悔しいです。
今回はアタックが決まった感触がありましたし、クルマのフィーリングは良いだけに
もどかしいですね。もうワンステップ何かをレベルアップしないといけないのかもし
れません。明日はまた中団からのスタートですが、ポイントを獲らなければいけませ
んし、前戦接触もあったので、ぶつからずに入賞できるように頑張りたいです」

「オートポリスで良い兆しもあり、そこからさらにレベルアップして持ち込んだつも
りでしたが、SUGO に合っていなかったのか、コンディションの面で合わせ切れな
かったのか、走り出しからすごく調子が悪かったです。フリー走行でも発見できたこ
とは多かったので前進はしたのですが、ニュータイヤを履いたときに使い切れない感
じがありました。そこがやはり課題となり、予選ではタイムを上げることはできたも
のの、まわりはそのタイムから予選に向けて調整しているんですよね。走り出しから
上位に食い込まなければならず、その点は大きな反省点です。決勝は後方からのスター
トになりますが、しっかりチェッカーを受け、次戦に繋げていきたいです」

「２台ともに苦しい予選結果になってしまいましたね。坪井選手については、フリー
走行はまずまずのフィーリングで、公式予選に向けても良い雰囲気があったのですが、
本当に少しの差で Q2 に進出することができませんでした。前戦同様中団のグリッ
ドになってしまいましたが、オートポリスでは挽回しようと空回りしたところもあっ
たので、明日は落ち着いて取り返していって欲しいですね。阪口選手は午前からあま
り状況が良くなく、予選までに改善しきれず苦しい予選になってしまいました。グリッ
ドは後方になってしまいましたが、やれることをやっていくしかないです。２台とも
に上位進出ができるよう、諦めずに頑張っていきたいと思います」



リザルトRESULT
第５戦スポーツランド SUGO　予選結果
Pos.	 No.	 Driver		  Team					     Engine			   Q1	 Q2

1	 1	 野尻智紀	 	 TEAM MUGEN	 	 	 	 HONDA/M-TEC HR-417E	 1'05.015		 1'04.349
2	 4	 S. フェネストラズ	 KONDO RACING	 	 	 	 TOYOTA/TRD 01F		 1'05.057		 1'04.706
3	 6	 大津弘樹	 	 DOCOMO TEAM DANDELION RACING	 HONDA/M-TEC HR-417E	 1'05.193		 1'04.785
4	 37	 宮田莉朋	 	 Kuo VANTELIN TEAM TOM’S	 	 TOYOTA/TRD 01F		 1'05.238		 1'04.832
5	 65	 大湯都史樹	 TCS NAKAJIMA RACING	 	 	 HONDA/M-TEC HR-417E	 1'05.046		 1'04.858
6	 12	 福住仁嶺	 	 ThreeBond Drago CORSE	 	 	 HONDA/M-TEC HR-417E	 1'05.075		 1'04.913
7	 3	 山下健太	 	 KONDO RACING	 	 	 	 TOYOTA/TRD 01F		 1'05.433		 1'04.933
8	 18	 国本雄資	 	 KCMG	 	 	 	 	 TOYOTA/TRD 01F		 1'04.954		 1'05.118
9	 5	 牧野任祐	 	 DOCOMO TEAM DANDELION RACING	 HONDA/M-TEC HR-417E	 1'04.920		 1'05.160
10	 50*	 松下信治	 	 B-Max Racing Team	 	 	 HONDA/M-TEC HR-417E	 1'05.552		 1'05.248
11	 53	 佐藤蓮	 	 TEAM GOH	 	 	 	 HONDA/M-TEC HR-417E	 1'05.529		 1'05.535
12	 64	 山本尚貴	 	 TCS NAKAJIMA RACING	 	 	 HONDA/M-TEC HR-417E	 1'05.148		 1'05.835
13	 38	 坪井翔	 	 P.MU/CERUMO・INGING	 	 	 TOYOTA/TRD 01F		 1'05.176	
14	 15	 笹原右京	 	 TEAM MUGEN	 	 	 	 HONDA/M-TEC HR-417E	 1'05.571	
15	 36	 G. アレジ		 Kuo VANTELIN TEAM TOM’S	 	 TOYOTA/TRD 01F		 1'05.437	
16	 20	 平川亮	 	 carenex TEAM IMPUL	 	 	 TOYOTA/TRD 01F		 1'05.640	
17	 19	 関口雄飛	 	 carenex TEAM IMPUL	 	 	 TOYOTA/TRD 01F		 1'05.508	
18	 39	 阪口晴南	 	 P.MU/CERUMO・INGING	 	 	 TOYOTA/TRD 01F		 1'05.641	
19	 14	 大嶋和也	 	 docomo business ROOKIE	 	 	 TOYOTA/TRD 01F		 1'05.603	
20	 7	 小林可夢偉	 KCMG	 	 	 	 	 TOYOTA/TRD 01F		 1'05.839	
21	 55	 三宅淳詞	 	 TEAM GOH	 	 	 	 HONDA/M-TEC HR-417E	 1'05.736	

※ No.50 に対して審議中


